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静岡地学第 66号 (1992)

ば沢の変成岩をみる
-92年度夏季巡検会の報告一

海野高光*

丹沢山地は関東山地の南に桂川の谷をへだてて続く山地で、現在は丹沢湖を中心としたアウトドア

スポーツのレジャーゾーンとなっている O 今回はこの丹沢山地南部の中川}I [および大又沢を中心に九

州大学教授の松田時彦氏の案内のもとに巡検が行われた。

8月2日、朝からはっきりしない天候であり、静関県境を過ぎたあたりからポツポツと南が落ち始

めた。午前日時、丹沢湖記念館の前には悪天候にもかかわらずおよそ 30名の参加者が集合し、案内

者である松田時彦氏によって一日の行程と丹沢の地質@特異性などの簡単な説明を受けた。

松田氏によると、丹沢の変成岩は構成鉱物の変化や形態によって地形図上に変成程度を指標とした

ゾーンに分けちれ、その鉱物ができた

るそうである O 説明後、最も

目の観察地点である中川温泉に向け

から

をみるために、

を含めた

は 10台余りの車に

か

し~。

l 押し演されて

し、

より北へ 4kmほど上流に向かった中}I[温泉の

(水をかけると深い縁色にも見える)で細い白

るこ

300~4000Cの き

し

じ も

も

るO さらに、こ

流に

にある中川JI [の

くさん入っ

しており、

火山岩の中に
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より

しルO

イト@

ら

そうで

それを

なるが、

j[ [ J I[ 

ないことが

と、丹沢

の火

パンペリ

と比べると、

く2000C以下となる

と

マトリクスによっ

し演されではい

つに O 松田氏による

の地躍は吉いものから

CI留に

、F
<-

ると

いう話であった。

3 火山
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ヰ ターピダイト

世附Jf[を途中ま り、南北に走る大又沢林道に入った。この林道は原則的に一般車両の通行は出

来ないようだったが、営林局に許可をもらっていたためスムーズに入ることができた。事前に送られ

た資料を移動の車中で読み返したところ、次の露頭で誌丹沢層群の B層が見られるとのことだった。

浅瀬のゲートより 1 ほど来て大又沢の河床に降りると、灰緑色を呈した軽石質凝灰岩が見られる O
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ダイトで、鉱物相は

りーナイト@プレ

とパンペ

イト相との間に

にはハンマーの

る

ターピダイトのイメ…ジは 砂が

じでった いものという

よう

粒のものもあるのかと し1'-0
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